
仮想断層面仮想断層面仮想断層面仮想断層面をををを用用用用いたいたいたいた

震源近傍震源近傍震源近傍震源近傍におけるにおけるにおけるにおける地震動評価地震動評価地震動評価地震動評価のののの検討検討検討検討

平成平成平成平成２２２２1111年年年年５５５５月月月月２２２２２２２２日日日日

東京電力株式会社東京電力株式会社東京電力株式会社東京電力株式会社

資料第１－３号



1目的外使用禁止 東京電力株式会社

実施事項実施事項実施事項実施事項

●●●●●●●● 横横横横ずれのずれのずれのずれの仮想断層面仮想断層面仮想断層面仮想断層面をををを設定設定設定設定しししし、、、、震源近傍震源近傍震源近傍震源近傍をををを対象対象対象対象としてとしてとしてとして、、、、

以下以下以下以下のののの評価手法評価手法評価手法評価手法によりによりによりにより地震動地震動地震動地震動をををを計算計算計算計算しししし、、、、評価結果評価結果評価結果評価結果をををを比較比較比較比較

したしたしたした。。。。

（（（（１１１１）））） 耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルによるによるによるによる評価評価評価評価

（（（（２２２２）））） 断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価



2目的外使用禁止 東京電力株式会社

解析条件解析条件解析条件解析条件①①①① 【【【【断層面断層面断層面断層面のののの設定設定設定設定】】】】

▲▲▲▲ 断層面断層面断層面断層面のののの傾斜角傾斜角傾斜角傾斜角：：：：90909090°°°°

北 南
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長さ @1.875×16=30.0km

9.375km9.375km

深
さ

3
k
m

深
さ
 
1
5k
m
×
s
i
n
9
0
ﾟ
=
15
.
0
k
m

幅
 
@1
.
5
×
1
0
=
1
5
.
0
k
m

@
1
.
5
×
6
=
9
.
0
k
m

▽深さ18km
(地震発生層下端)

アスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティ



3目的外使用禁止 東京電力株式会社

解析条件解析条件解析条件解析条件②②②② 【【【【断層断層断層断層パラメータパラメータパラメータパラメータ】】】】

 M0={S/(4.24×10
-11
)}

2
 (入倉･三宅, 2001) 1.13E+19 N･m

 Δσ =(7/16)(M 0/R
3
) 2.87 MPa

 μ=ρβ 2 3.50E+04 Mpa

 D =M 0/(μS ) 71.5 cm

 V R = 0.72β  (km/s)　 （Geller, 1976) 2.592 km/s

 A =(A a
2+A b

2)0.5 1.28E+19 N･m/s
2

平均すべり量  D a =2.0D 143.1 cm

地震モーメント  M 0a =μS a D a 5.01E+18 N･m

静的応力降下量  Δσ a =Δσ (S /S a ) 12.92 Mpa

短周期レベル  A a =4π(S a /π)
0.5Δσ aβ

2 1.19E+19 N･m/s
2

地震モーメント  M 0b =M 0-M 0a 6.25E+18 N･m

面積  S b =S -S a 349.9 km2

平均すべり量  D b =M 0b /(μS b ) 51.1 cm

実効応力  σ b =(D b /W b )/(D a /W a )･σ a 2.77 Mpa

短周期レベル  A b =4π(S b /π)
0.5σ bβ

2 4.76E+18 N･m/s2

静的応力降下量

地震モーメント

剛性率

平均すべり量

設定値断層パラメータ 設定方法

短周期レベル

破壊伝播速度

100.1 km
2面積  S a =πr 2,  r =(7πM 0β

2)/(4AR ),  R =(S /π)0.5
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4目的外使用禁止 東京電力株式会社

解析条件解析条件解析条件解析条件③③③③ 【【【【地盤地盤地盤地盤モデルモデルモデルモデルとととと地震動地震動地震動地震動のののの計算計算計算計算】】】】

地盤のインピーダンス比： 33.1
22005.2

36007.2

Vs

Vs

22

11 =
×

×
=

ρ

ρ

50 f1.12.7 t/m33600 m/s第２層

ー2.5 t/m32200 m/s第１層

Q値密度ρVs層

地盤地盤地盤地盤モデルモデルモデルモデル地盤地盤地盤地盤モデルモデルモデルモデル

▲▲ 地表まで第2層(Vs3600 m/s)が続いていると仮定し、地表の地震動を計算

▲▲ 上記の地震動に地盤のインピーダンス比を乗じて、第1層(Vs2200 m/s)に

おける地震動を評価

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる地表地表地表地表におけるにおけるにおけるにおける地震動地震動地震動地震動のののの評価手順評価手順評価手順評価手順断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる地表地表地表地表におけるにおけるにおけるにおける地震動地震動地震動地震動のののの評価手順評価手順評価手順評価手順



5目的外使用禁止 東京電力株式会社

解析条件解析条件解析条件解析条件④④④④ 【【【【評価対象領域評価対象領域評価対象領域評価対象領域とととと計算内容計算内容計算内容計算内容】】】】

N

■ 解析対象領域：東西15km、南北60km

■ 「●」の地点において、地表の応答スペクトルを比較

■ 解析対象領域における1km間隔の地点において、地表における
地震動の最大加速度を計算し、震源距離との関係を整理
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断層面断層面断層面断層面のののの位置位置位置位置断層面断層面断層面断層面のののの位置位置位置位置

アスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティアスペリティ

【【【【計算対象領域計算対象領域計算対象領域計算対象領域のののの平面図平面図平面図平面図】】】】

破壊開始点破壊開始点破壊開始点破壊開始点破壊開始点破壊開始点破壊開始点破壊開始点



6目的外使用禁止 東京電力株式会社

解析結果解析結果解析結果解析結果①①①① 【【【【応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルのののの比較比較比較比較１１１１】】】】

▲▲ 評価結果は短周期領域においておおむね調和的である

評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点

断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面

調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的 断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（NSNSNSNS））））

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（EWEWEWEW））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正なしなしなしなし））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正ありありありあり））））

※※※※耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルはははは MjMjMjMj7.37.37.37.3 XeqXeqXeqXeq=7.9km =7.9km =7.9km =7.9km 



7目的外使用禁止 東京電力株式会社

解析結果解析結果解析結果解析結果②②②② 【【【【応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルのののの比較比較比較比較２２２２】】】】

▲▲ 評価結果は短周期領域においておおむね調和的である

評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点

断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面

調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（NSNSNSNS））））

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（EWEWEWEW））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正なしなしなしなし））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正ありありありあり））））

※※※※耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルはははは MjMjMjMj7.37.37.37.3 XeqXeqXeqXeq=18.1km =18.1km =18.1km =18.1km 



8目的外使用禁止 東京電力株式会社

解析結果解析結果解析結果解析結果③③③③ 【【【【応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルのののの比較比較比較比較３３３３】】】】

▲▲ 評価結果は短周期領域においておおむね調和的である

評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点

断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面

調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（NSNSNSNS））））

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（EWEWEWEW））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正なしなしなしなし））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正ありありありあり））））

※※※※耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルはははは MjMjMjMj7.37.37.37.3 XeqXeqXeqXeq=19.9km =19.9km =19.9km =19.9km 



9目的外使用禁止 東京電力株式会社

評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点評価対象地点

断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面

解析結果解析結果解析結果解析結果④④④④ 【【【【応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルのののの比較比較比較比較４４４４】】】】

▲▲ 評価結果は短周期領域においておおむね調和的である

調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的調和的

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（NSNSNSNS））））

断層断層断層断層モデルモデルモデルモデルによるによるによるによる評価評価評価評価（（（（EWEWEWEW））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正なしなしなしなし））））

耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトル（（（（内陸補正内陸補正内陸補正内陸補正ありありありあり））））

※※※※耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルはははは MjMjMjMj7.37.37.37.3 XeqXeqXeqXeq=25.9km =25.9km =25.9km =25.9km 



10目的外使用禁止 東京電力株式会社
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断層モデルによる評価

耐専スペクトル（内陸補正なし）

耐専スペクトル（内陸補正あり）

解析結果解析結果解析結果解析結果⑤⑤⑤⑤ 【【【【最大加速度最大加速度最大加速度最大加速度のののの比較比較比較比較１１１１】】】】

▲▲ 耐専スペクトルと断層モデルによる結果はおおむね調和的である

等価震源距離等価震源距離等価震源距離等価震源距離でででで比較比較比較比較したしたしたした結果結果結果結果等価震源距離等価震源距離等価震源距離等価震源距離でででで比較比較比較比較したしたしたした結果結果結果結果
耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルによるによるによるによる地震動評価地震動評価地震動評価地震動評価のののの最大値最大値最大値最大値はははは、、、、
応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルのののの0.020.020.020.02秒秒秒秒におけるにおけるにおけるにおける加速度値加速度値加速度値加速度値をををを
プロットプロットプロットプロットしたしたしたした

断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面



11目的外使用禁止 東京電力株式会社
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断層モデルによる評価

耐専スペクトル（内陸補正なし）

耐専スペクトル（内陸補正あり）

ばらつきばらつきばらつきばらつき大大大大ばらつきばらつきばらつきばらつき大大大大

解析結果解析結果解析結果解析結果⑥⑥⑥⑥ 【【【【最大加速度最大加速度最大加速度最大加速度のののの比較比較比較比較２２２２】】】】

▲▲等価震源距離で比較したときに比べてばらつきが大きい

断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面断層面

断層最短距離断層最短距離断層最短距離断層最短距離でででで比較比較比較比較したしたしたした結果結果結果結果断層最短距離断層最短距離断層最短距離断層最短距離でででで比較比較比較比較したしたしたした結果結果結果結果
耐専耐専耐専耐専スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルによるによるによるによる地震動評価地震動評価地震動評価地震動評価のののの最大値最大値最大値最大値はははは、、、、
応答応答応答応答スペクトルスペクトルスペクトルスペクトルのののの0.020.020.020.02秒秒秒秒におけるにおけるにおけるにおける加速度値加速度値加速度値加速度値をををを
プロットプロットプロットプロットしたしたしたした


